
第１学年 理科 学習指導案  

  

熊本市立天明中学校  教諭  森﨑 史郎  

  

１．単元名    「活きている地球」   －４章「大地の恵みと災害」－  

  

２．単元の目標  

  ・さまざまな大地に関する事物・現象が起こるしくみと関連づけて，大地の恵みと災害を理解す

る。                                   （知識・技能） 

・日本列島で発生する可能性がある地震をあげ，その地震による災害を想定することができる。 

（思考・判断・表現） 

・他者と関わりながら，大地の恵みと災害を調べようとする。  （主体的に学習に取り組む態度）  

  

３．単元について   

（１）教材観  

   本単元では，地域の身近な大地と地球のつながりを意識しながら，各自然現象の特徴やしくみな

どについて，時間的・空間的な視点のほか，共通性と多様性，全体と部分，原因と結果などのさま

ざまな視点から，比較・関連づけなどをはかって探究的に学ぶことができる。また，地震，火山，

地層などと人間生活とのかかわりを自然現象のしくみと関連づけて調べ，活きている地球と今後ど

のようにかかわって生活していくのかを考えることができる。 

 

（２）生徒観  

小学校第５学年では，「流れる水の働きと土地の変化」において，水の働きによって侵食，運搬さ

れ，その結果，堆積が起こることを学習している。第６学年では，「土地のつくりと変化」におい

て，火山の噴火や地震によって土地が変化することとそれに伴う火山噴出物と災害，また，土地は

礫，砂，泥，火山灰及び岩石からできており，層を成して広がっているもの（地層）があることに

ついて学習している。本学級の生徒は男子１４名，女子１２名，計２６名である。明るく活発であ

り，何事にも前向きに取り組むことができる。理科の授業 においても意欲的に取り組むことがで

き，自然の事物・現象に高い関心を示す生徒が多い。事象を理論的に考えることを苦手とする生徒

が多いが，自分の考えを表現する力は養われている。自然現象に興味を持ち，主体的，意欲的に観

察・実験に取り組む生徒が多い。 

 

（３）指導観 

地震や火山，自然災害は，直接観察することが難しい内容である。そこで，動画を見せたり類似

の実 験を行ったりすることで，視覚的・体験的に学習を進めながら理解を深めさせたい。また， 単

元全体を通して，地学的事象のもつ時間的な長さや空間的なスケールの大きさを実感させ， 活きて

いる地球の姿を捉えさせたい。また，このような学習活動を通して，地層及びその構成物，火山，

地震等の現象が互いに関連していることをとらえさせ，大地の成り立ちと変化について，総合的に

見ることができるようにしたい。 

 

 

 



（４）ＥＳＤとの関連  

  ・本学習で働かせるＥＳＤの視点（見方・考え方） 

相互性…地球に生活している人類にとって自然環境とのかかわりは重要である。また，熊本地震を

経験し，災害の恐ろしさも実感しており，自然環境との共存，災害に対する減災に関して

は関心が高いと考えられる。そのためには，一人ひとりが自然に関心を持ち続けて共に生

きていくための適切な判断と行動を起こすことができる力も必要になる。 

・本学習で育てたいＥＳＤの資質・能力 

未来像を予想して計画を立てる力…自然災害はいつ起こるかわからない現象である。そのために被

害をできるだけ少なくするにはどのような対策を日ごろから行っておけばよいか考える場に

したい。また，地域の過去に起こった災害を調べることで，これからも起こる可能性がある

現象を明確にとらえさせたい。 

他者と協力する態度…一人では災害から身を守ることはできない。他者との協力によりはじめて災

害から身を守ることができることを認識させたい。また，過去の災害の経験からどのような

対策が行われてきたのかを調べることで，先人の知恵を知り，大きく気候が変動している現

代の私たちの，これからの防災のあり方についても考えを深めたい。 

・本学習で変容を促すＥＳＤの価値観 

自然環境、生態系の保全を重視する…過去に大きな災害が起きている日本に，なぜ人が住み続けて

いるのかを考えさせたい。自然は時に大きな災害を引き起こすが，それ以上に恩恵を自分た

ちが受けていることに気づき，自分たちの世代だけでなく，これから先も今の自然環境を維

持していく必要があることを理解させたい。 

・達成が期待されるＳＤＧｓ  

  11 まちづくり 

13 気候変動 

 

  

４．単元の評価規準  

ア 知識・技能  イ 思考・判断・表現  ウ 主体的に学習に取り組む態度  

① 地震や火山活動などが起

こるしくみと関連づけなが

ら，地震や火山活動などが人

間生活にもたらす影響を考え

られている。 

②自然の恵みと災害の視点か

ら整理し，防災・減災の取り

組みも含めて理解している。 

 

①プレートと大地の活動の関

連を見いだしている。 

②発生する可能性がある地震

をあげ，その地震による災害

を想定している。 

①他者と関わりながら，地域の状

況を調べようとしている。 

②大地の恵みと災害について，学

習したことを相互に関連づけた

り，さまざまな視点から多面的に

捉えて調べたりしようとしてい

る。 

 

  

 

 



５．単元の指導計画（全４時間）  

次  主な学習活動 学習への支援 
評価 

１  ○大地の変化とわたしたちは，どのよ

うなかかわりがあるのだろうか。 

・日本はプレートの境目に位置してお

り，その影響を受けさまざまな自然現

象が引き起こされる。どのような自然

現象が過去に引き起こされたのだろう

か。 

・火山の噴火によって引き起こされ

る被害を想定させる。 

・地震によって引き起こされる災害

が甚大な被害を人々にもたらすこと

に視点を向けさせる 

イ① ② 

２  ○天明地区で考えられる自然災害はど

んなものがあるだろうか。 

・海が近いから、津波が来るかもしれ

ない。 

・もともと干拓地だから地盤が柔らか

いかもしれないから建物の倒壊が起こ

るかも。 

・大雨で天明新川や緑川が氾濫するか

もしれない。 

・ 大地の変化に関わらず，生徒た

ちが考えられる災害を自由に出させ

る。 

 ・天明地区に限らず，熊本県全体に

も目を向けさせ，火山や地震の影響

を受ける可能性にも気づかせる。 

ウ①  

３ 〇天明地区の自然災害対策は十分なの

だろうか。 

・過去にはどんな災害が起こったのか

な。 

・過去に起こった災害でどのくらいの

被害があったのかな。 

・高い建物があまりないので十分とは

言えないのではないか。 

・行政に任せるだけでなく自分たちに

できることはないだろうか。 

・地域の方々と連携した避難訓練など

はできないだろうか。 

・タブレットや書籍などを用い多面

的に調べさせる。 

・現在の天明地区の現状と十分な災

害への対策が行われているかを考え

る。 

・災害をなくすことは不可能なので

被害を最小限に収めるための減災と

いう考え方を養っていく。 

・地域住民との連携を深めることで

災害時の協同する姿勢を養ってい

く。 

・ライフラインが絶たれた際の人と

人とのつながりを大切にする姿勢を

養う。 

ア① 

４ 〇大地の変化によってわたしたちはど

のような影響を受けているだろうか。 

・大きな被害を受けることになる。 

 

 

・想定される被害をできるだけ少な

くするための工夫を考えさせる。 

・自分たちが日ごろからできる防災

がどんなものがあるかを考えさせ

る。 

ア② 

ウ② 



・温泉や美しい景観を作り出してい

る。生活のために欠かせない資源を与

えてくれている。 

 

・災害だけでなく，自然によっても

たらされる恩恵についても目を向け

させる。 

・地震や火山より受ける災害がほか

の国より多い可能性のある日本にな

ぜ人々が長く生活しているのかにも

目を向けさせたい。 

  


